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自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 0177100096

札幌市北区麻生町3丁目5の5芝生のアパートSK103

法人名 社会福祉法人　揺籃会

事業所名

特定非営利活動法人　ニッポン・アクティブライフ・クラブ

所在地

グループホーム　ゆうあいの郷

所在地 樺戸郡浦臼町字キナウスナイ188-70

自己評価作成日 令和4年7月11日 令和 5 年 3 月 29 日評価結果市町村受理日

・「地域社会の中で人と人とのふれあいを大切にしていきます」の基本理念のもと、地域行事
への参加、町の公園などへ外出やドライブを行い、感染症に留意しながら地域の方との関わ
りや町の自然を楽しむ機会を設けています。

・ご家族には定期的に施設広報誌での個人ページに写真を掲載し、生活の様子を月に1回お
知らせしています。また、誕生日には1年間の生活の様子をまとめたDVDを作成し、誕生会で
の上映とご家族にDVDをお渡ししています。

・新しく入居された方には、ホームでの生活に慣れて頂けるよう関りを持ち、1ヶ月の生活の様
子をDVDにまとめ、ご家族にお渡しし、安心していただけるように情報共有や提供に努めてい

・ご自宅で行なわれていた役割や個人の能力に応じて出来る活動を職員と一緒に探しながら
入居者同士が協力して生活が送れるよう入居者懇談会での意見交換などを行っています。

基本情報リンク先URL
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&Jigyosy
oCd=0177100096-00&ServiceCd=320&Type=search

4. ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

　当事業所は幹線道路（国道275）から近く、田園風景が連なり遠くに山々を臨むことができる
恵まれた環境に立地し、四季の色彩の変化が美しい風景である。広い敷地には平屋建ての
グループホームと母体法人が運営する特別養護老人ホーム、デイサービスセンターが立ち並
び行事や研修、会議などを合同で行い、災害時の一時避難場所の提供など協力関係を築い
ている。コロナ禍でも出来るだけ外出できるよう心掛けており、鶴沼公園・浦臼神社も近くにあ
り、桜や紅葉見物には恵まれており散歩やドライブなどを行っている。居間・食堂は一体的で
共用空間も居室もゆったりとした間取りである。玄関から近い場所に陰圧装置を設置した部屋
を設け、普段は面会室に、感染症の発生時には隔離室として利用できるよう配慮している。面
会は感染状況を見ながら事前予約で受け付けている。中庭にむけてウッドデッキその外側に
菜園があり、玄関前には花壇、利用者が花を眺められるようにベンチを置いている。利用者は
花壇や菜園の水やり・収穫を行い食卓で味わっている。職員は研修を受け、その情報を全職
員に伝え共有し、介護の質を高めることに努めている。書類の書き込みは詳細で保管・整理
具合もよく、職員の職務への誠実さが伺える。

令和4年9月13日訪問調査日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

2. 家族の２/３くらいと

3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に1回程度

3. たまに

項　　目

評価機関名

1. ほぼ全ての家族と

・隣接する特養と合同での研修を行い、定期的な事例検討、事例発表を提出し、継続的な学
習を行いながら知識の習得に努めています。また、感染対策についてもシュミレーションを重
ね、対策を講じています。

1. 大いに増えている

2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない

56

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

2. 利用者の２/３くらいの

3. 利用者の１/３くらいの

4. ほとんど掴んでいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

2. 数日に１回程度ある

3. たまにある

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々
が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでい
る
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めているこ
とをよく聴いており、信頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表情や姿が
みられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつ
ながりが拡がったり深まり、事業所の理解者や応援者が
増えている
（参考項目：4）

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援に
より、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせて
いる
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足してい
ると思う

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

1 ナルク北海道福祉調査センター
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　（別紙４-１）

自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践
につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流し
ている

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービ
ス指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

身体拘束適正化委員会を設置し、マニュアルや指
針の確認、ケアについての話し合いを定期に行っ
ている。困難事例が発生していないか職員間の意
見交換や確認を行い、知識や情報の共有に努め
ている。玄関の施錠は防犯の為夜間のみ行って
いる。

管理者・副主任・職員で身体拘束廃止委員会を3ヶ
月毎に開催している。会議や日々の業務の中で職
員へ周知し身体拘束をしないケアに努めている。必
要に応じて足元センサーの使用、玄関ホールにセン
サーを設置し利用者の安全を見守っている。玄関は
防犯のため夜間のみ施錠している。

運営推進会議や個別ケース検討会議、認定調査
において市町村担当者と入居者の状況について
報告したり、町の検診事業の連絡等を行ってい
る。また、事業所の実情やケアの取り組みについ
て相談するなどしている。

町の担当職員とは入居者の状況などを報告したり、
会議などを通じてよい関係を築き、様々に情報交換
を行い連携している。町からの研修情報は活用して
おり、町主催のイベントには協力している。利用者が
投票所に足を運んだ折に手すりがあると安心と要望
したところ町が対応して手すりが設置された。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価

２か月に１回開催し、日々の活動内容、苦情や相
談、アクシデントや事故報告を定例とし、委員の方
から意見を頂き、駐在所より警部補の方にも参加
して頂いている。活動内容は写真を添付して報告
し、会議録はご家族に送付して内容を報告してい
る。

2ヶ月に１回、町の長寿福祉課々長、社協会長、入
居者代表、家族代表、駐在所警察官などが出席して
開催している。運営状況や行事・活動報告、事故・ア
クシデントなどを報告し、意見や助言を得て、サービ
ス向上に活かしている。転倒が続く利用者が足に異
常があるのではないかとの助言を得て、原因が判明
した事例もあった。

理念は玄関・居間・面会室に掲示している。理念とは
別に毎年職員の意見を反映させながら重点目標を
設定し、全職員で理念をケアに反映できるよう努め
ている。職員はネームプレートに入れて常に意識で
きるように心がけている。

自己評価及び外部評価結果

月１回の個別ケース検討会議に出席し、地域の認
知症を持った方の支援について意見交換を行なっ
ている。また、入居申込の際に家族から寄せられ
る在宅での困難事例に対し、話を聴いたり助言を
行っている。

　

地域の行きつけの床屋に出掛けたり、町が主催
する行事への参加、こども園の運動会の見学や
小中学校の慰問の際の交流を感染症の状況に応
じて可能な限り行っている。

自治会に加入しており、災害時に協力を得る協定を
結んでいる。コロナ禍以前は道の駅の祭り・社協主
催の祭りに職員が参加し利用者は見学していた。コ
ロナ禍では感染症の動向をみながら、小学校の運
動会見学や中学校の職場体験受け入れなど地域と
のつきあいを大切にしている。この春は道の駅の桜
見物、こども園の運動会にも出かけ、その後園児が
お礼の挨拶に事業所を訪問した。

理念を玄関や事務所に掲示し、常に意識しながら
業務に着くようにしている。

2 ナルク北海道福祉調査センター



グループホーム　ゆうあいの郷

自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止に
努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い
理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条
件の整備に努めている

年２回の人事考課制度にて、考課者である管理者
の目標を提示し、各職員に期待する役割を伝えて
いる。その上で各職員が具体的な個人目標を設
定し、目標達成に向けて取り組んでいる。また、資
格取得や更新時における勤務調整等をしている。

施設内にご意見箱の設置や月に１回入居者懇談
会を行ない意見や話を聞くようにしている。年に1
回オンブズパーソンの来園があり施設での生活の
様子や困りごとについて入居者の方への聞き取り
をされている。それらの結果を職員に周知し、話し
合いを行い運営推進会議にて報告している。

日々の会話や表情から利用者の意見・要望の把握
に努め、月に1回利用者懇談会を行って、行事関係
の説明、買い物希望の聞き取りなど、利用者と様々
な話ができる機会となっている。家族とは面会時や
電話連絡時、請求書・運営推進会議々事録の送付
の折に要望を聞き取るための用紙を同封し意見・要
望を聞いて運営に反映させている。

ケア会議や日々のミーティングにて意見や提案を
行ない、相談する場がある。定期的な面談を行
い、職員と意見交換をする場も設けている。

管理者はケア会議や日々のミーティングで職員意
見、要望を話し合い検討して運営に反映させてい
る。又、定期的に管理者と職員が一対一で面談の機
会を持ち、意見や要望の他相談などの聞き取りをし
ている。職員から利用者のためのゲーム・アクティビ
ティ・体操などについて色々提案を受け活用してい
る。

入居時に重要事項説明書を用いて説明を行な
い、料金については料金表を用いながら説明をし
ている。ご家族に不安な点や疑問な事について確
認し、重点的に説明を行ない、可能であれば入居
前に重要事項説明書をご家族にお渡しし、事前に
目を通してもらう等も行っている。解約の際にも同
様にしている。

権利擁護に関する資料を用意し、ケア会議等で学
習する機会を設けている。制度活用の必要がある
場合は状況に応じて関係者への相談、話し合いを
行う。

虐待防止委員会を設置し、マニュアルの確認や、
自分たちのケアが適切であるかの話し合いをした
り、認知症の症状から生じる様々な困難事例を
日々職員間で相談し合っている。ニュース等で取
り上げられた虐待事例について情報収集をした
り、職員のストレスケア等についての研修も取り入
れている。認知症高齢者への理解を深める為にカ
ンフォータブルケアの１０か条の読み合わせを毎
日行い個々の意識を高めている。

3 ナルク北海道福祉調査センター



グループホーム　ゆうあいの郷

自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の
活動を通じて、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人
の安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支え
ていく関係を築いている

ご本人が得意とする活動や興味のある活動を把
握し、職員と入居者同士で協力して作業を行いな
がら、仲間意識が深まる様日々の活動を行ってい
る。

入居者の方からの心配事や不安に対し、ご家族
の協力が必要と思われる場合は協力をお願い、
職員は、家族への想いを伝える事に努めている。
ご家族参加の行事を年に３回実施しているが、現
在は感染予防の為控えており、電話をつないでお
話したり、可能な範囲での面会や外出支援をして
いる。

事前面接を行い、入居するにあたってのご家族の
想いを確認している。入居後も生活の様子をお知
らせしながらご家族の不安や要望を職員の方から
積極的に聞いている。生活の様子をより分かりや
すく情報提供するため、入居後１カ月の日常の様
子をDVDにまとめご家族にお渡ししている。

ご本人、家族より情報収集を行い、生活歴やＡＤ
Ｌ、ニーズを把握した上で、必要な支援を職員間で
話し合いベストな支援を考慮している。

入居者ご本人やご家族からの情報収集を行い、
環境が変化する事への不安に寄り添い、困ってい
る事や生活への不安を確認している。他の入居者
との関係づくりにも配慮し、自然に馴染めるよう時
間をかけて関りを持ち、安心した生活が送れるよ
う環境づくりに努めている。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

空知中部広域連合管内のグループホームとの連
絡調整会議や研修会に年に１回参加し、各施設
の課題や現状を報告し合い、意見交換を行い参
考としている。また、管理者は月に1回法人内の
ミーティングに参加し、他の事業所と人材育成や
経営方針について話し合いを行っている。

外部研修への参加や内部研修を定期的に行い、
併設する特養との合同の研修にも参加し、必要な
知識の習得に努めている。また、日々現場の中で
必要とされる知識や技術（感染、緊急時、災害時
の対応など）を定期的に確認、トレーニングをして
いる。
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グループホーム　ゆうあいの郷

自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
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価

外
部
評
価
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外部評価

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような支
援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

本人、家族の意向を確認し、意向に沿った介護計
画を作成する為、担当者会議やカンファレンスに
て話し合いをしている。状況変化に応じて都度見
直しをしている。

利用者、家族の意向を反映させ、アセスメントシート
を参考にサービス担当者会議で話し合い、短期3ヶ
月、長期1年毎に現状に即した介護計画を作成し家
族の同意を得ている。状況に変化があればその都
度見直すこととしている。新しく入居した利用者につ
いては当初1ヶ月の計画としている。家族からの聞き
取りについては以前は対面で行っていたが、現在は
コロナ禍のため電話などを利用している。

入居者の計画内容を一覧化し、計画内容に沿っ
た記録を日々行っている。ミーティング等で情報を
共有しながらケアの創意工夫を行い、結果を記録
し見直しの際に活用している。

ご本人やご家族から生活歴や暮らし方を伺い、情
報を把握し、ケアプランに活かしている。可能であ
れば近所に住んでいた知人、今まで利用したサー
ビスの担当者やケアマネからも情報を収集してい
る。

毎日一人ひとりの体調や様子についてケース記
録に残し、ミーティング等で確認しあっている。些
細な変化にも気を配り、職員間で情報を共有し、
把握に努めている。

退所後にも必要な相談に応じたり、ご家族が遊び
に訪れ入居者の方と交流される事もある。隣接す
る特養に入所された方やそのご家族とはお会いす
る機会もあるので交流が続いている。

入居者の皆さんの想いや希望、意向を確認した
り、困難な場合であっても日々の生活の中での会
話等から想いを汲みとりケアプランに反映してい
る。

日々の会話や表情、家族の情報から思いや意向の
把握に努め、把握した希望、意向は申し送り時に情
報を伝え共有している。会話が困難な利用者はおら
ず、一人ひとりと時間をかけながら会話し、言葉に耳
を傾けている。

行きつけの美容院に通ったり、町内のドライブで
は馴染みの場所を回ったりしている。昔からの知
人と交流できるよう隣接する特養やデイサービス
との行き来も行っている。入居前に参加していた
地域のサークル活動の継続のサポートなども行っ
ている。

隣接する特養との行き来、入居前から利用していた
送迎付きの床屋や美容院を利用したり訪問理美容
を利用し、馴染みの関係を築いている。又、入所前
の趣味（短歌会）を職員の応援で継続して広報誌で
作品を発表している利用者もいる。馴染みの場所を
ドライブするなどコロナ禍にあっても馴染みの場所や
人との関係が途切れないよう支援している。

入居者同士が互いを気遣うような声掛けが自然と
行われており、体調を気遣ったり出来ないことを助
け合うなどの関係性が出来ている。気の合う入居
者同士がゆっくり話を出来る環境に配慮するなど
和気あいあいとした雰囲気が維持できるように支
援している。
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グループホーム　ゆうあいの郷

自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価
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外部評価

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支
援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所で
できることを十分に説明しながら方針を共有し、地
域の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

年に１回、救命講習で心肺蘇生法やAEDの使用
について受講している他、急変時に備えて救急搬
送の手順をシュミレーションしている。、マニュアル
の確認や見直しを定期的に会議などで話し合って
いる。

日中、夜間想定の避難訓練や災害を想定した防
災訓練を毎年実施している。地元町内会との防災
協定や消防立ち合いでの消火訓練を受けている。
訓練終了後は入居者の避難方法について振り返
りをしている。

年2回、日中と夜間想定で避難訓練を実施している。
コロナ禍で消防署の立ち会いはないが、訓練時には
消防署と電話をつなげて指示を受けながら実施して
いる。これまでの訓練は段取りをし過ぎていた感が
あったので、今回は最低限のの準備で試みた。町内
会や4事業所と災害時の協力協定を結んでおり、コ
ロナ感染による人手不足に陥った他事業所に協力
派遣を行っている。

バックアップ施設（特別養護老人ホームなど）と防災
協定を締結（自動更新）している。協定の内容を確認
し、災害時等には具体的な行動が出来るよう、全職
員がその内容を把握・理解することが望まれる。

入院した場合には介護添書を送付し、状況を理解
してもらっている。また入院先に出向き地域連携
担当者からの情報収集を行い、受け入れ条件な
どを相談している。退院が決まった場合には医師
や看護師、リハビリ担当者などからの説明にご家
族と同席する等も行っている。

現時点では終末期のケアは行っておらず、ご家族
には医療面での対応について入居申し込みの時
点で説明をし、ご理解を得ている。希望される場
合には併設する特養への入所申込のお手伝いや
入院できる協力病院の紹介を行っている。

入居時に事業所で出来ること出来ないことを利用者
及び家族に説明し、理解を得た上で文書化し署名捺
印を取り交わしている。日常的生活動作（ADL）の低
下による医療行為や、精神的な問題が生じた場合に
は、敷地内にある特養への入所や医療機関への入
院支援など、利用者の希望に添えるよう取り組んで
いる。

２週間おきにかかりつけ医の往診が行われてい
る。入居前からのかかりつけ医の継続も可能で、
ご家族や本人の希望に合わせて選択できるように
している。他科への受診が必要になった場合はか
かりつけ医との連携を図り、紹介状を書いていた
だくなどスムーズな受診ができるよう努めている。

利用者、家族の希望に添ったかかりつけ医に受診で
きるよう支援している。家族が付き添っているが、職
員が支援することもある。2週間毎に内科医の訪問
診療があり、その折には特養の看護師が立ち会って
いる。半年に１度は採血検査を行うなど適切な医療
を受けることができる。月１回、歯科と眼科医の往診
もある。

併設する特養看護師に連絡、相談する体制があ
り、状況変化を報告しながら適切な受診や看護が
受けられている。健康に不安がある入居者の話を
専門家として聞いてもらうなど入居者の安心にも
繋がっている。

協力病院以外の定期受診は原則ご家族対応であ
るが、医師への状況説明の為に同席したり、書面
で状況を交付する等を行っている。また、外出や
通院の際、移動手段が困難な場合は送迎を行っ
たり、家族が遠方の場合や独居の方の役所手続
きの連絡等も行っている。

地元商店の衣類販売、セブンイレブンの移動販売
にて買い物をしたり、地元理容院の送迎サービス
の活用を行っている。感染の状況により可能な際
には地域のサロンへの参加をしている。
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Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

39

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

起床時や毎食後の口腔ケアを実施し、本人の能
力に応じたケアを行っている。必要に応じて協力
歯科医の口腔ケアを受け、ブラッシングの指示な
どを受け実施している。

個々の好き嫌いや嗜好を把握し、誕生日には食
べたい物を聞いて昼食に取り入れている。旬の食
材を使い、季節感を感じられるよう献立を立てて
いる。また、個人の能力に応じて調理や盛り付
け、準備や片づけを依頼し、参加している。

献立作りと調理は全職員で行っており、利用者は能
力に応じ調理や盛り付け、片付けなどを行っている。
家庭菜園で採れた野菜や季節の食材を使用し、店
屋物（ラーメンや寿司など）も利用するなど食事を楽
しめるよう工夫している。誕生日には利用者の好み
を聞いて、のり巻きや赤飯、オムライスなどを調理
し、敷地内で焼いたバーベキューや近くの道の駅で
購入したデザートをバイキング形式で提供するなど、
食事を楽しむ工夫をしている。

栄養バランスを考えた献立を作成し、個人に合わ
せて量や提供方法を変えている。食事量の記録
や残食の確認をしながら食べやすい調理方法を
研究している。１日に必要な水分量が確保できる
よう細目に提供の時間を設けている。

大まかな１日の流れをお知らせしていますが、個
人のペースを大切にし、好きな時間を個々過ごせ
るよう支援し、入居者からの要望や天候に合わせ
てその日の予定を急遽変更するなど柔軟な対応
を行っている。

入居者個々の好きな洋服や好みを把握し、洋服を
一緒に選んだり、相談にアドバイスする等してい
る。行きつけの美容院や理容院にて好きな髪形を
希望したり、男性の髭剃りなど意識して整えてもら
えるよう声掛けをしている。

人格を尊重し、人生の先輩であるという気持ちを
持って接している。間違いや勘違い、排泄の失敗
などに対してそっと声を掛けたり周囲に気づかれ
ないように対応している。

人生の大先輩として接するよう心掛けており、利用
者への呼びかけは「さん」付けで呼んでいる。利用者
が過敏に反応する言葉を使わないよう、一人ひとり
と向き合いながら排泄などについての言葉使いに注
意している。利用者に対して担当職員を決めている
ので互いの意志疎通は良好である。

入居者の能力に合わせ、行動や日々の会話から
要望や希望を引き出し、来たい服や食べたいも
の、やりたい事など確認をしている。意向に応じて
臨機応変に柔軟な対応を心がけている。
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グループホーム　ゆうあいの郷

自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

個人の趣味嗜好を確認し、得意な役割や楽しみを
継続できるよう支援している。男性入居者中心に
大工仕事を支援したり、裁縫や掃除などの家事支
援、畑の草取りや花植え、短歌作成のサポートな
どをしている。

大型スーパーや、資料館への外出、外食等を行っ
ていましたが、現在は感染症予防の為、町内の公
園や道の駅、神社への散歩、近隣市町村へのドラ
イブ等を行っています。また、可能な限りご家族と
の外出や外食も働きかけています。

敷地内でも散歩や外気浴は可能であり、道の駅が
近いので散歩コースには恵まれた事業所である。感
染者が多い時期には寄り道なしのドライブを行った。
この春は散歩で桜見物ができた。紅葉見物も候補の
神社が二つある。墓参りは感染症の動向で判断し、
昨年は行ってもらえたが今年は中止となった。帰省
で家族と食事を楽しんでもらうこともある。

ご本人やご家族と相談し、入居者個人の能力に
応じてお金を所持し、移動販売での支払い等を支
援している他、小口現金をご家族から預かり、必
要時に欲しいものを購入して支払いができるよう
にしている。

日中は居室で横になって休まれたり、リビングのソ
ファーでくつろぐ等それぞれの休息を取られてい
る。夜間は定期的に状況確認を行い、温度や湿
度、換気や暖房を調整し、快適な環境を整えるよ
うにしている。

個々の疾患及び服薬内容と薬情をファイルに綴り
全職員が確認できるようにしている。内服の変更
は連絡ノートやミーティングにて確実に伝わるよう
に周知し、服薬後の変化を回診時に医師へ報告
している。

便秘がちの方には水分や運動を勧めたり、食事で
野菜を多くとるなどしている。排便の有無を個々に
確認しながら声掛けをしている。

個々の希望や体調に合わせて入浴を実施し、事
前に入浴の声掛けと希望時間を聞きながら決め
ている。入浴を拒まれる方には時間や日にちを変
えるなど臨機応変に対応している。

週2回を基本とし、午後に入浴を楽しむ利用者が多
い。長湯が好きな利用者は声かけしながら見守り、
入浴をためらう利用者はそれとなく脱衣所へ誘導し
入浴へのきっかけ作りをしている。入浴剤は香りを
楽しめるように使用しており、不透明なものがよい場
合と不透明が不安という利用者もいて使い分けてい
る。入浴を嫌がる場合は丁寧な声かけをしたり、日を
変えて誘導するなど本人の思いに配慮している。

全員がトイレでの排泄を行ない、能力に応じた排
泄用具を選択し、その方に合った用具を提案して
いる。必要な方には排泄チェックを用いて誘導や
声掛けをしている。

能力に応じてパッドや紙パンツを利用しながら、さり
げない声かけでトイレに誘導し、自立排泄を支援して
いる。一部夜だけポータブルトイレを使用する利用者
もいるが、基本的に夜間もトイレで排泄している。
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グループホーム　ゆうあいの郷

自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように
配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫
をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

観葉植物を配置したり、季節の飾りや写真の掲示
など定期的に行い、室温や湿度、換気に留意し、
清潔で快適な空間を心がけている。車椅子や歩
行器の方がスムーズに移動できるよう広さをとり、
安全に配慮した家具の配置を工夫している。

居間・食堂は一体的で窓から中庭の様子が見え、室
内は明るく憩いの場になっている。職員と利用者が
工作した季節を感じることができるコスモスとりんご
を飾り、季節や行事に合わせた印刷物をランチョン
マットに挟み、利用者との会話に繋げている。歩行
用のカート置き場を椅子の近くに設定し、安全面に
配慮している。利用者は、職員手作りのゲームやパ
ズルをしたり、新聞・本・雑誌などを読んだり、会話を
楽しんでいる。毎日ラジオ体操、道民リハ体操を行っ
て健康管理に努めている。

居室やリビングのソファーで本を読んだり新聞を
見たり、友人とおしゃべりするなどゆっくりくつろげ
る様にしている。

トイレにはプレート、居室には表札やのれんを付
けて自分の居室が分かりやすくしています。廊下
やトイレ浴室に手すりを設置し、必要な場合は手
すりの位置を変更するなど安全に移動が出来るよ
う工夫しています。

居室には使い慣れた家具や仏壇、テレビや椅子
を自由に持ち込むことが出来、使いやすい配置を
相談しながら決めています。希望に応じて冷蔵庫
の設置も可能である。

電動ベッドやカウンターと一体型の棚が備え付けら
れ、利用者は使い慣れた家具、テレビなどを持ち込
み、仏壇を置く利用者もいれば位牌と写真のみの例
もある。利用者は雑巾縫いや読書、日記を書くなど、
利用者の趣味を尊重し寄り添いながら居心地よく過
ごせるよう支援している。

家族や知人に手紙を書いたり写真を撮って送るな
ど支援をしている。携帯電話を所持している方に
は使い方の支援をしたり、電話を掛けたい時には
子機を使って静かな場所でゆっく話が出来るよう
配慮している。
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